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6 月 1４日（金）、4年生は、長崎・諫早

方面へ社会科見学に行きました。出発式

では、他学年や先生方、保護者の皆さんの

たくさんの見送りの中、見学の目的を確

認し、バスに乗り込みました。 

 

県央県南クリーンセンターでは、家庭か
ら出たごみの処理について学びました。

大きなクレーンでの作業に子どもたちも

びっくりしていたようです。ごみの処理

には多額の費用がかかることを知り、で

きるだけごみを減らす工夫が必要である

ことを学びました。 

 

楽しみにしていた昼食は、長崎県庁内の
レストランで「トルコライス」をいただき

ました。とても美味しく子どもたちも喜

んでいました。 

原爆資料館、平和公園、爆心地公園では、
ミニ平和集会を実施し、折り鶴を学校の

代表として奉納しました。原爆資料館で

は、その悲惨さを知り、平和の大切さをあ

らためて学びました。8 月 9 日の平和集

会で発表し、全校へ広めます。 

 

教科書や資料で事前学習したことを、自
分の目で見て、耳で聞いて、確かな学習へ

と深めた 4年生でした。社会科見学での

学習を今後の学校生活に生かしていきま

す。 



【R6 湯江小テーマ】「自分も 友だちも みんな Smile ＆ Power up」  

ホームページは、毎日確認を！ 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

【重要】ペーパーレス化に伴うお願い 

   

学校の教育活動へのご理解をさらに深
めるため。ホームページを更新し、子ども

たちの学びの様子をお知らせしていま

す。また、情報発信だけではなく、今後、

様々な活用を考えています。 

 

まずは、通知文のペーパーレス化。この
ことは、次の欄にてに詳しく述べます。 

 

次に、GIGAスクール構想と ICT機器の

活用による授業や家庭学習。ホームペー

ジには、子どもたちが学習に使えるコン

テンツを集約した専用ページを作ってい

ます。授業や家庭学習において、必要な情

報を収集したり、集めた情報を活用した

りできるようにしています。保護者の皆

様にも、フィルタリングの設定方法やモ

ラルを親子で一緒に学ぶことができる

「保護者の皆様へ」のページもご確認く

ださい。 

毎月の行事予定や「学校だより」「保健だ
より」、給食室から「給食だより」「献立

表」も掲載していますので、ご確認くださ

い。 

 
さらに PTAのページ。PTA活動の様子

や、PTAからのお知らせを掲載していき

ます。PTA広報部が発行する「そだち」

についても、WEB版や紙媒体を併用して

いきます。 
 

他にも様々な情報があります。毎日、一
度は確認する習慣をお願いします。また、

ホームページに掲載した写真は、スマー

トフォン等に保存することができます。

なお、写真等を SNS 

等で拡散したりする行 

為については、ご遠慮 

ください。 

ホームページの更新に伴い、学校から発出す
る通知や便り等のペーパーレス化に取り組

んでいます。下記のメリットがあり、ご協力

のおかげで順調にスタートしました。 

①学校は、保護者へ迅速且つ、確実に通知できる。 

②ホームページに掲載することで、保護者は、ス 

 マホやＰＣ等を利用して、文書をいつでもどこ 

 でも閲覧できる。 

③児童は、「カバン（机）の中に文書を入れっぱ 

 なし」を避けることができる。 

④担任は、文書配布の手間が軽減できる。 

⑤学校は、文書の作成に必要なコスト（印刷費・ 

 用紙代）が軽減できる。 

 

 

運用にあたっての再度の確認とお願
いです。 
 

〇 通知が届いていないか、必ず１日   

 １回は「安心安全メール」を確認し  

 てください。緊急な通知もあります。 

 確認メールで開封が確認できない方

も見られますので、定期的に安心安

全メール、ホームページの「通知文

書一覧」を確認するようにしてくだ

さい。 
 
なお、学年・学級通信は、個人情報保護のた

め印刷物で配布します。 

＊ ようや梅雨入り。今年は、梅雨入りが遅かったため、短期での集中した雨が心配され

ます。しかしながら、少雨であれば、傘をさして歩いてくる逞しさも欲しいですね。 


